
西
岡
　
正
子

一
度
ご
覧

あ
れ

京
都
生
涯
学
習
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
京
都

府
生
涯
学
習
審
議
会
の
提
言
を
受
け
、
新
し
い

時
代
の
生
涯
学
習
の
中
核
組
織
と
し
て
二
〇
〇

二
年
十

一
月
に
設
立
さ
れ
た
。

京
都
市
に
は
佛
教
大
学
を
は
じ
め
多
く
の
大

学
が
あ
り
、
成
人
に
様
々
な
学
習
機
会
を
提
供

し
て
い
る
。
し
か
し
京
都
府
全
体
を
み
る
と
大

学
は
南
部
に
集
中
Ｌ
、
南
北
で
生
涯
学
習
の
機

会
に
大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な

い
。
生
涯
学
習
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
そ
の

格
差
の
是
正
な
ら
び
に
、
様
々
な
伝
統
文
化

・

生
活
文
化
を
も
つ
京
都
府
な
ら
で
は
の
特
色
あ

る
生
涯
学
習
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

各
市
、
各
教
育
委
員
会
等

（
四
一こ
、
大
学
等

Ｔ
一七
）、
専
修
学
校
各
種
学
校
等
（十
九
）、
京
都

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
や
京
都
市
地
域
女
性
逹

合
会
等
の
社
会
教
育
関
係
団
体
等

（十
二
）、
民

間
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
等
貧
Ｃ
の
合
計

十
一

七
の
参
画
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
私

は
こ
の
会
の
会
長
と
、
こ
の
会
の
事
業
を
推
進

す
る
推
進
委
員
会
の
委
員
長
を
Ｌ
て
い
る
。

こ
の
会
の
様
々
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

一
つ
高

度
情
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ニハ
月
よ
リ
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
講
座
の
配
信
を
始
め
た
。

遠
く
て
講
座
を
聰
き
に
行
け
な
い
人
も
、
自

宅
で
、
大
学
が
実
施
し
た
講
座
や
、
京
都
府
の

講
座
を
視
聰
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
も
、

い
つ
で
も
、
何
度
で
も
。
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
な

い
人
は
、
地
域
の
学
習
セ
ン
タ
ー
で
視
聰
が
可

能
で
あ
る
。
京
都
府
の
北
に
位
置
す
る
舞
鶴
市

に
は
西
舞
鶴
駅
に
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン
が
あ
り
、
地
域

の
人
々
は
大
型
画
面
で

一
緒
に
講
座
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
勿
論

一
人
で
視
聰
す
る
パ
ソ
コ

ン
も
備
え
て
あ
る
。

ま

ず

、

京

都

府

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（口
けｇ

＼̈
＼
ヨ
ヨ
ヨ
・り
『
Ｒ
ｏＦ
く
ｏ
ざ
・ピ
じ
を
開
け

て
頂
き
た
い
。
次
に
京
都
府
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

技
送
局
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
出
て
き
た
画
面
の

一
番
下
に
あ
る

「イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局
生

涯
学
習
講
座
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
講
座

一
覧

が
出
て
く
る
。
六
月
か
ら
始
め
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
参
画
団
体
の
ご
協
力
の
お
陰
で
様
々
な
講

座
が
並
ん
で
い
る
。

佛
教
大
学
も
こ
の
①
‥お
”
『
”
Ｆ
∞
生
涯
学
習

に
貢
献
し
て
い
る
。
皆
さ
ん
お
馴
染
み
の
佛
教

大
学
の
先
生
の
名
前
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。

さ
す
が
佛
教
大
学
、
講
座
内
容
は
大
変
評
判
が

い
い
。
こ
れ
を
提
供
す
る
た
め
に
、
情
報
シ
ス

テ
ム
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
様
々
な
部
署
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
。
会
長
と
Ｌ
て
趙
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
る
。

さ
て
、
こ
れ
で
高
度
情
報
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が

終
わ

っ
た
訳
で
は
な
い
。
受
け
身
、
承
り
学
習

は
、
日
本
の
生
涯
学
習
の
特
徴
の

一
つ
と
い
わ

れ
て
い
る
。
主
体
性
こ
そ
生
涯
学
習
の
命
。
こ

の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
講
座
を
利
用
し
た
人
逹
が
、

自
分
逹

の
関
趙
に
基
づ

い
て
探
求
を
始
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
グ
ル
ー
プ

の
要
望

が
あ
れ
ば
講
師
の
派
遣
が
で
き
る
よ
う
に
、
主

体
的
学
習
の
援
助
と
学
習
情
報
の
双
方
向
化
を

進
め
て
い
き
た
い
。

京
都
府
の
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
知
事
室
に
立
ち
寄

っ
た
方
は
、
山
田
啓

二
知

事

の
様
々
な

コ
ー
ナ
ー

ヘ
行
か
れ
る
の
も

い
い

が
、
必
ず

「知
事
と
和
い
和
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

の
バ
ナ
ー
を
ク
リ

ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

二
〇
〇
五
年
十

一
月
十
六
日
の

「京
都
府

の
未

来
と
若
者

へ
の
期
待
―

人
間

・
教
育

ｏ
社
人
ご

は
山
田
矢口
事
と
佛
教
大
学
教
育
学
部
学
生
六
人

と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
勿
論
山
田
矢口
事

の
話
も
好
評
だ

っ
た
が
、
自
分
の
考
え
を
持
ち
、

そ
れ
を
表
現
で
き
る
佛
教
大
学
の
学
生
は
大

い

に
期
待
で
き
る
若
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
あ

っ
た
。

通
信
生
の
皆
さ
ん
、
京
都
生
涯
学
習
推
進
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
講
座
を
是
非

一

度
ご
覧
あ
れ
。
人
木
先
生
の

「祇
園
祭

綾
傘
鉾

の
素
顔
」
そ
の
（４
）
は
今
年

の
祭
り
を
撮
影
Ｌ
、

も
う
す
ぐ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
乞
う
ご
期
待
。　
一

度
と
い
わ
ず
、

二
度
、

三
度
、
何
度
も
ご
覧

い

た
だ
き
た
い
。
ど

こ
か
ら
で
も
、

い
つ
で
も
ご

覧

い
た
だ
け
る
の
が
こ
の
講
座
の
特
徴
で
あ
る
。

受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
送
付
も
お
忘
れ
な
く
。

受
講
者
も

一
緒
に
こ
の
講
座
を
発
展
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。


